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6月20・21日、東京・大井町「きゅりあん」で

（1） 2005年（平成 17年）5月15日（日）第 2584 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

　
創
立
　
年
目
の
品
質
工
学
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会
は
、
開
発
の
効
率
化
に
向

け
て
新
し
い
展
開
を
図
る
。

　
発
表
論
文
が
増
え
、
今
回

は
7
会
場
で
の
開
催
と
な
っ

た
。
討
論
が
活
発
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
発
表
形
式
に
も
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
。「
経
営

と
Q
E
」「
Q
E
教
育
」
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
発
表
後
共
通
課

題
に
つ
い
て
討
論
す
る
ミ
ニ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
設
け
ら
れ

た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、

発
表
者
と
参
加
者
の
議
論
の

糸
口
と
な
る
よ
う
に
、
初
め

に
発
表
者
か
ら
概
要
が
　
分
10

程
度
説
明
さ
れ
る
。

　「
経
営
戦
略
を
具
現
化
す

る
品
質
工
学
」
が
今
年
の

テ
ー
マ
。
自
動
車
の
リ
コ
ー

ル
は
現
在
も
絶
え
ず
、
企
業

が
ク
レ
ー
ム
処
理
に
負
担
す

る
金
額
は
増
え
続
け
る
一
方

で
あ
る
。
性
能
が
高
く
て
も

ノ
イ
ズ
に
弱
い
製
品
は
消
費

者
の
信
用
、
そ
し
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
失
っ
て
し
ま
う
。

「
見
え
な
い
世
界
」を
予
測
し

て
「
問
題
が
起
こ
る
前
に
問

題
を
つ
ぶ
す
」品
質
工
学
は
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。

　
田
口
玄
一
博
士
（
品
質
工

学
会
名
誉
会
長
）
の
特
別
講

演
は
「
品
質
工
学
に
お
け
る

技
略
と
は
」
と
題
し
、
も
の

づ
く
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略

の
重
要
性
を
述
べ
る
。

　
今
回
は
表
彰
式
を
2
回
に

分
け
、
精
密
測
定
技
術
振
興

財
団
品
質
工
学
賞
論
文
責
と

A
S
I
賞
の
表
彰
式
を
初
日

に
、
精
密
測
定
技
術
振
興
財

団
品
質
工
学
賞
発
表
賞
の
表

彰
式
を
2
日
目
に
行
う
。
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面

13
チ
ノ
ー
、
超
高
温
標
準
用
放
射
温
度
計
・
定
点
黒
体
炉
商
品
化
  　
 陰
隠
面

N
M
I
J

B
I
P
M
W
S
、
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
　
  隠
面

計
量
関
連
団
体
が
総
会
開
く
敢
、
日
計
振
J
C
S
S
説
明
会
　
韻
面

都
計
証
H
P
開
設
、
人
事
異
動
、
会
報
紹
介
　
　
　
　
　
　
韻
面

電
子
天
び
ん
の
基
本
原
理
柑
、
校
正
と
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
柑
　
  吋
面

資
料・計
量
標
準
の
供
給
開
始
と
校
正
範
囲
拡
大
、
改
正
省
令
　
　
右
面

国
際
計
測
連
合
会
議
を
終
え
て
、
読
者
は
デ
ー
タ
バ
ン
ク
無
料
　
 宇
面

私
の
履
歴
書・齊
藤
勝
夫
帰
、社
説
     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
烏
面

指
定
・
登
録
、
企
業
ニ
ュ
ー
ス
、
新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
訃
報
 　
    羽
面

　
品
質
工
学
会
は
6
月
　
日
俄
、　
日
峨
の
2
日
間
、
東

20

21

京
・
大
井
町
の
き
ゅ
り
あ
ん
で
「
第
　
回
品
質
工
学
研
究

13

発
表
大
会
」
を
開
催
す
る
。
今
年
は
「
経
営
戦
略
を
具
現

化
す
る
品
質
工
学
〜
正
し
い
評
価
・
正
確
な
予
測
」を
テ
ー

マ
に
、
新
た
な
会
場
で
行
わ
れ
る
。
発
表
論
文
は
1
2
0

件
に
の
ぼ
り
、
史
上
最
多
と
な
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
考

慮
さ
れ
、
発
表
者
、
参
加
者
間
の
活
発
な
討
論
が
行
え
る

よ
う
、
質
疑
応
答
や
討
論
の
時
間
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

会
場
内
7
つ
の
ホ
ー
ル
で
、
品
質
工
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
。

【
場
所
】
き
ゅ
り
あ
ん
（
品
川

区
立
総
合
区
民
会
館
、
品
川

区
東
大
井
5

　

1
）
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【
参
加
費
】▽
大
会
＝
品
質
工

学
会
会
員
（
一
般
）
1
万
円
、

非
会
員
（
一
般
）
2
万
円
、

品
質
工
学
会
会
員
（
学
生
）

3
0
0
0
円
、
非
会
員
（
学

生
）
6
5
0
0
円
▽
懇
親
会

＝
6
0
0
0
円

【
問
い
合
わ
せ
】品
質
工
学
会

事
務
局
（
担
当
：
中
山
）
電

　
計
測
・
制
御
・
監
視
と
シ

ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
の
珂
チ

ノ
ー
（
板
橋
区
熊
野
町
　32

8
、
小
山
弌
万
社
長
）
は
標

準
用
放
射
温
度
計
と
超
高
温

定
点
黒
体
炉
を
5
月
　
日
、

10

販
売
し
た
。

　
標
準
用
放
射
温
度
計
「
I

R

R
S
T
」
シ
リ
ー
ズ

は
、
測
定
波
長
が
0
・
9
μ

ｍ
と
0
・
6
5
μ
ｍ
の
2
機

種
。
J
I
S
C
1
6
1
2

（
放
射
温
度
計
の
性
能
試
験

方
法
通
則
）
に
基
づ
い
て
お

り
、
放
射
温
度
計
校
正
用
標

準
温
度
計
と
し
て
の
機
能
を

実
現
し
た
。
0
・
9
μ
ｍ
形

は
J
C
S
S
に
よ
る
定
点
校

正
・
比
較
校
正
に
よ
り
亜
鉛

点
（
4
1
9
・
5
2
7
℃
）

か
ら
2
0
0
0
℃
を
カ
バ
ー

し
、
0
・
6
5
μ
ｍ
形
は
同

時
に
商
品
化
し
た
超
高
温
定

点
黒
体
炉
「
I
R

R
8

0
」
に
よ
る
校
正
に
よ
り
最

高
3
0
0
0
℃
ま
で
の
測
定

が
可
能
。
こ
の
2
機
種
で
4

0
0
℃
か
ら
3
0
0
0
℃
の

計
測
が
で
き
る
。

　「
I
R

R
8
0
」は
、
産

総
研
の
開
発
し
た
金
属

炭
素
共
晶
点
と
炉
体
（
産
総

研
と
珂
ナ
ガ
ノ
の
共
同
開

発
）
を
採
用
、
実
用
化
し
た

超
高
温
定
点
黒
体
炉
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
達
成
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
放
射
温
度
計
定

点
校
正
の
高
温
化
（
2
4
7

4
℃
）
を
可
能
に
し
た
。

（
隠
面
に
つ
づ
く
）

チ
ノ
ー
、産
総
研
と
共
同
開
発

超
高
温
標
準
用
放
射
温
度
計
、定
点
黒
体
炉
を
商
品
化

春
の
叙
勲

【
瑞
宝
小
綬
章
】

▽
 宮
原
典
弘
氏
（
元
通
商
産

業
検
査
所
次
長
）

【
瑞
宝
双
光
章
】

▽
 島
蒼
孝
昭
氏
（
元
通
商
産

業
検
査
所
神
戸
支
所
長
）

放射温度計（左）と定点黒体炉


